
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
キ
ミ
だ
け
は

オ
レ
の
も
の
だ
よ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
（
ダ
イ
エ
ッ
ト

秋
の
味
覚
で

挫
折
す
る) 

（
定
年
後

帰
り
は
何
時

聞
く
側
に
）
（
ス
ポ
ー
ツ
の

ル
ー
ル
知
ら
ず
に

ブ
ー
ム
乗
る
）

か
っ
た
。
代
償
を
晴
ら
す

べ
く
、
顔
の
見
え
る
活
動

を
突
き
詰
め
模
索
し
て
い

き
た
い｣

旨
の
挨
拶
を
の

べ
た
。

最
初
に
第

10
回
幹
事

会(

９
月

28
日)

以
降
の

主
な
活
動
が
以
下
の
よ
う

に
報
告
さ
れ
た
。

総
務
機
関
会
議
関
係

で
は
、
連
合
新
潟
外
部
監

査
を
受
け
て
の
地
協
会
計

案
件
へ
の
対
応
。
組
織
対

策
関
係
で
は
、
連
合
新
潟

の
外
国
人
労
働
相
談
対
応

を
共
有
。
政
策
福
祉
関
係

は
、
次
年
度
長
岡
市
へ
の

要
望
関
係
。
国
民
市
民
関

係
は
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
な

が
お
か
関
係
と
農
業
・
食

料
・
環
境
問
題
に
関
係
す

る｢

サ
ツ
マ
イ
モ
収
穫
と

玉
ね
ぎ
作
付
実
行
委
員

会｣

を
報
告
。
各
支
部
関

係
は
支
部
幹
事
会
や
単
組

代
表
者
会
議
等
を
報
告
。

こ
の
ほ
か
連
合
新
潟
統
一

地
方
選
挙
推
薦
状
況
が
報

告
さ
れ
た
。

次
に
、
当
面
の
予
定

事
項
を
審
議
決
定
し
た
。

主
な
も
の
は
、
連
合
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い
て
論
議
い
た
だ
く
。
幹

事
会
は
本
来
な
ら
各
支
部

エ
リ
ア
で
持
回
り
開
催

し
、
支
部
役
員
と
の
交
流

を
行
っ
て
い
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
開
催
で
き
ず

残
念
だ
。
こ
の
間
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
組
織
の
ベ
ー

ス
と
な
る
対
面
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
出
来
な

連
合
中
越
地
協
第

11

回
幹
事
会
が
、

10
月
14

日(

金)

と

15
日(

土)

に

開
催
さ
れ
た
。

幹
事
会
の
主
議
題
は

第

32
回
年
次
総
会
議
案

審
議
。
矢
島
議
長
は
開
会

に
あ
た
り｢

幹
事
会
で

は
、
今
年
度
の
け
じ
め
と

な
る
総
会
議
案
内
容
に
つ
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市
政
要
望
の
柱
は
、

｢

医
療
提
供
体
制
の
充
実｣

｢

介
護
保
険
従
事
者
の
人

材
確
保
・
処
遇
改
善｣｢

市

民
後
見
人
制
度
の
創
設｣

｢

認
知
症
対
策｣｢

ひ
き
こ

も
り
対
策｣｢

公
共
交
通
機

関
の
充
実｣

等
で
あ
る
。

な
お
、
日
程
に
つ
い

て
は
、
見
附
市
が

11
月

17
日
、
長
岡
市
は

11
月

24
日(

両
市
と
も
午
後
３

時
か
ら
、
副
市
長
が
対

応)

に
な
っ
た
こ
と
を
報

告
し
、
役
員
全
員
で
対
応

す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

(

髙
峰
退
職
者
連
合
事
務
局
長)

甚
句｣

担
当
が
７
月
に
中

越
地
域
に
決
ま
っ
た
た
め

の
投
稿
者
の
選
出
、
③

12
月
ま
で
の
フ
ー
ド
バ

ン
ク
の
仕
分
け
作
業
の
依

頼
等
で
あ
る
。

等
の
対
策
と
し
て
一
歩
前

進
し
た
も
の
と
思
え
る

が
、
こ
れ
を
足
掛
か
り
に

研
修
を
充
実
さ
せ
一
定
の

知
識
を
持
っ
た
市
民
に
よ

る
市
民
後
見
人
制
度
に
つ

な
げ
て
ほ
し
い
と
思
う
。

役
員
会
は
、
会
長
挨
拶

の
後
、
総
会
か
ら
当
日
ま

で
の
報
告
、
今
後
の
予
定

な
ど
の
審
議
後
、
協
議
事

項
に
入
っ
た
、
協
議
事
項

は
、
①
長
岡
市
、
見
附
市

に
対
す
る
市
政
要
望
に
つ

い
て
、
②
県
退
職
者
連
合

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
コ
ラ

ム
・
随
想
の｢

ど
っ
こ
い

主
な
活
動
報
告
を
確
認
し

た
。翌

15
日
は
、

23
年
度

議
案
関
係
を
審
議
確
認
し

幹
事
会
を
終
え
た
。

な
お
、
総
会
議
案
書

は

11
月
２
日
に
各
構
成

組
織
へ
発
送
す
る
。

10
月

18
日(

火)

に
中

越
地
域
退
職
者
連
合
は
役

員
会
を
開
催
し
た
。

役
員
会
の
前
段
に
長
岡

市
社
会
福
祉
協
議
会
の
中

川
主
査
、
竹
之
内
主
事
よ

り
成
年
後
見
制
度
に
つ
い

て
、
業
務
や
制
度
の
内

容
、
手
続
き
に
つ
い
て
約

１
時
間
の
講
演
を
受
け

た
。長

岡
市
は

10
月
３
日

に
相
談
者
に
対
し
助
言
や

支
援
を
行
う
た
め
に
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー｢

ト
モ
シ

ア｣

に
長
岡
市
成
年
後
見

セ
ン
タ
ー
開
設
し
て
業
務

を
開
始
し
た
こ
と
も
報
告

さ
れ
た
。

私
た
ち
は
、
従
来
か
ら

市
に
対
し
て
専
門
知
識
を

持
っ
た
法
定
後
見
人(

弁

護
士
、
司
法
書
士
、
社
会

福
祉
士
な
ど)

の
数
が
不

足
し
て
い
る
為
、
よ
り
身

近
な
市
民
後
見
人
制
度
の

導
入
を
要
請
し
て
い
る
。

ま
た
、
成
年
後
見
人
は

４
親
等
以
内
の
親
族
で
も

な
れ
る
が
手
続
き
の
難
し

さ
や
親
族
間
の
い
ざ
こ
ざ

な
ど
で
そ
の
数
は
減
っ
て

き
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

成
年
後
見
人
セ
ン
タ
ー

は
、
身
寄
り
の
な
い
老
人

新
潟
年
次
大
会
代
議
員

は
、
矢
島
議
長
と
横
澤
副

議
長
。
地
協
年
次
総
会
の

主
な
担
当
。
地
協
エ
リ
ア

の
最
賃
改
定
や
労
組
づ
く

り
街
宣
計
画
。
過
労
死
等

防
止
対
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

へ
の
対
応
。
フ
ー
ド
バ
ン

ク
な
が
お
か
へ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
。
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
委

員
会｢

大
地
の
芸
術
祭
と

委
員
会
研
修
会｣

。
各
支

部
幹
事
会
と
総
会
。
統
一

地
方
選
挙
推
薦
申
請
等
を

決
定
し
た
。

次
に
総
会
議
案
関
係

を
審
議
。
総
会
議
案
書
の

構
成
を
例
年
通
り
と
し
、
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連
合
中
越
地
協
第
11
回
幹
事
会
開
催

当
面
の
活
動
と
総
会
議
案
を
審
議

皆
さ
ん｢

ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
バ

イ
ア
ス｣

と
い
う
言
葉
を
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
。
近
年
急
速
に
広

ま
り
つ
つ
あ
る
言
葉
で
略
し
て

ア
ン
コ
ン
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
意
味
は｢

無
意
識
と
思
い
込

み｣

で
す
。
強
い
言
い
方
を
す
る

と
”
偏
見
”
で
す
。
こ
の
ア
ン

コ
ン
に
つ
い
て
、
先
日
新
潟
工

科
大
学
で
ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
て
学
ん

で
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容

を
シ
ェ
ア
さ
せ
て
く
だ
さ
い
▼

ア
ン
コ
ン
の
特
徴
は
、
過
去
の

経
験
や
知
識
か
ら
物
事
を
素
早

く
判
断
し
、
効
率
的
に
処
理
・

行
動
す
る
こ
と
が
可
能
で
、
高

速
思
考
と
も
言
う
そ
う
で
す
。 

高
速
思
考
っ
て
言
う
と
何
か

カ
ッ
コ
よ
さ
そ
う
で
す
が
、
実

生
活
で
は
必
ず
し
も
良
い
こ
と

だ
け
で
は
な
い
よ
う
で
す
。
例

え
ば
、
あ
る
人
か
ら｢

単
身
赴
任

中
な
ん
で
す｣

と
聞
く
と
ど
う
思

う
で
し
ょ
う
か
。｢

旦
那
さ
ん
が

単
身
赴
任
な
ん
だ｣

と
か
考
え
て

し
ま
っ
た
り
、
女
性
だ
と
分

か
っ
て
い
て
も｢

子
供
が
か
わ
い

そ
う｣

と
か
考
え
た
り
し
て
し
ま

う
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
が
ア
ン
コ
ン
の
代
表
例
だ

そ
う
で
す
▼
単
語
の
イ
メ
ー
ジ

か
ら
話
し
手
の
意
図
と
は
異
な

る
意
味
だ
と
思
い
込
ん
で
し
ま

い
ま
す
。
で
は
、
こ
れ
が
職
場

で
は
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
。

｢

普
通
は
こ
う
だ
ろ
う｣

と
か｢

そ

ん
な
こ
と
で｣

な
ど
、
つ
い
つ
い

発
し
た
り
、
考
え
た
り
し
た
経

験
が
誰
で
も
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
の
結
果
、
同

僚
や
部
下
、
上
司
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、｢

そ

う
じ
ゃ
な
く
て
こ
う
な
の
に｣

と

自
身
が
感
じ
た
り
、
相
手
に
思

わ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

▼
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、

思
い
込
み
に
捕
ら
わ
れ
ず
に
相

手
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
る
こ
と

が
重
要
な
の
だ
そ
う
で
す
。
と

は
い
え
、
必
ず
し
も
全
て
の
ア

ン
コ
ン
を
無
く
す
必
要
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
ほ
ん
の
少
し
だ

け
日
々
の
生
活
の
な
か
で
意
識

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

幹事(教宣文化担当)

安田亮介≪№65≫

   あたご３

中
越
退
職
者
連
合
役
員
会

成
年
後
見
制
度
を
研
修

見附市議会議員選挙結果(定数17)
10月23日投開票

候補者名

佐々木志津子 ９８２票 当 無現(７)

樺 澤 直 純 ９０３票 当 無現(２)

得票数 
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
ア
モ
ー
レ
も

今
や
我
が
家
の

新
ゴ
ジ
ラ
）
（
書
き
た
い
な

扶
養
控
除
に

犬
と
猫
）
（
何
故
だ
ろ
う

私
が
い
な
い
と

う
ま
く
い
く
）
（
年
の
差
婚

夫
が
長
生
き

想
定
外
）
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連合中越加盟単組紹介
—私鉄総連・越後交通労働組合十日町支部—-

100

越後交通労働組合・十日町支部は現在、17名で活動し

ています。支部員の主な職種はバス運転士ですが、バス

のメンテナンスを行う整備

管理者や事務員、バスガイ

ドなどで構成されており、

支部集会等でそれぞれの職

種に関する問題点などを協

議しています。

また、自社のバスを利用

した研修旅行や、近年では

バイクが趣味の組合員・再

雇用者が数名おり、公休や年次有給休暇を利用しツーリ

ング等に出掛け支部内外での交流を深めています。ツー

リングでは大

型2種免許保持

者として模範

運転に徹し、

他 の ド ラ イ

バーの見本と

なるよう心が

けています。


